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3
Case

開発したマウスパッド「NINJA RATMAT」

自
社
商
品
開
発
への
挑
戦

　
当
社
は
電
子
部
品
用
精
密
金
型
部
品

の
製
造
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
薄
板
化
、

熱
処
理
に
よ
る
高
硬
度
化
、
平
面
化
に

強
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
塑
性
技
術

に
よ
る
社
会
貢
献
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

掲
げ
、
B
to
C
向
け
の
自
社
製
品
開
発

を
熱
望
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
社
内

外
の
調
査
を
進
め
、
急
拡
大
す
る
e
ス

ポ
ー
ツ
市
場
で
使
わ
れ
る
マ
ウ
ス
パ
ッ

ド
に
着
目
。
S
N
S
で
多
く
の
ゲ
ー

マ
ー
と
繋
が
り
情
報
収
集
を
行
う
と
、

激
し
い
マ
ウ
ス
操
作
で
日
常
使
い
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
過
酷
な
使
用
環
境
に

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

コ
ア
ゲ
ー
マ
ー
向
け
に
高
硬
度
金
属
製

で
「
滑
り
・
止
め
」
性
能
に
優
れ
た
高

機
能
製
品
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。
ゲ
ー
マ
ー
か
ら
は
共
創
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
開
発
に
つ
な
が
る
ヒ
ン

ト
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
ま
た
新
商
品

へ
多
く
の
期
待
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
滑
り
性
・
止
ま
り
性
は
、
一
つ
の
材

質
を
熱
処
理
と
研
削
加
工
で
平
面
度
を

出
し
、
表
面
改
質
処
理
、
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
加
工
に
よ
っ
て
機
能
を
高
め
て
い
ま

す
。
薄
い
金
属
は
熱
処
理
で
反
り
返
っ

て
し
ま
う
た
め
、
反
り
を
低
減
す
る
条

補助事業のきっかけ

・自社の強みを活かした領域で自社製品開発へ挑戦したいと考えていた。
・社内でアイディアを出し、SNSでニーズ調査を行いeスポーツ分野にフォーカスした。
・コアゲーマーのニーズに合った高機能製品を新たに生み出し、多くのゲーマーに新たなデバイスとして認知し
てもらうことを目指した。

事業計画の概要

・急拡大するeスポーツ市場では、ゲームも常に進化している。操作性において現存するマウスパッド（布・プラ
スチック・アルミ等）では瞬時の反応に対応することが困難になっている。そこで、操作性を追求するため、高硬
度金属製で最適な滑り性と停止性を持つマウスパッドを製作するための試作開発を行なった。

事業化状況

・東京ゲームショウ2019へ新製品「NINJA RATMAT」を出展すると、事前のSNSマーケティングも奏功し千
人を超えるブース来場を実現。同年、４種類のラインナップで発売を開始した。
・商品価格は60,000円以上で高価格帯ながら、2021年にオープンしたラボでは実際に商品を体感できる
ショールームも好評でブランド認知度向上と購入に繋がっている。ラボではマウスパッドの生産の他に高機能
材の研削研究も進め、医療や半導体など最先端分野への進出も目指している。

精
密
金
型
部
品
製
造
で
培
っ
た
技
術
力
を
活
か
し
て
、
急
拡
大
す
る
e
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ー
ザ
ー
向
け
に
金
属
製
マ
ウ
ス
パ
ッ
ド

「
N
I
N
J
A 

R
A
T
M
A
T
」を
開
発
し
た
。
プ
ロ
ゲ
ー
マ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
し
た
商
品
は
コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
し

な
が
ら
事
業
化
が
進
ん
で
い
る
。

超
平
面
、
メ
タ
ル
マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
で
e
ス
ポ
ー
ツ
市
場

へ
新
規
参
入

事業者名：株式会社竹内型材研究所　　事業年度：平成30年度

左上/ラボには体験ブースが併設 左下/高い技術力が評価されている 右上/プロジェクトマネージャーの永
廣さん（中央）、生産技術部の叶さん（右）、掛布さん（左） 右下/導入した真空熱処理炉

R&D拠点「NINJA RATMAT R&D Lab」

下請け型の事業モデルにおいて自社製品開発を志
向する企業は少なくない。当社はメイン事業（金型部
品製造）に対してフォーカス事業を設定し、強みが活
かせる領域や市場性を模索している。ミッションが浸
透した組織、SNSマーケティング、ファン作り、購入
体験価値の創出、ラボへの投資など新事業開発の
取組みは多くの中小企業に示唆を与えている。

2,000万円

23人

代表取締役 内山真司

1975年7月

〒259-1146
伊勢原市鈴川
6

0463-93-7771

金属製品製造業

株式会社竹内型材研究所

当社は電子部品機器における精密金型部品メーカー
である。電子部品等の精密用標準部品に特化し、独
自の商品ラインナップで選ばれ続けている。薄板高硬
度素材の平面加工、薄板・異形状・大型の平面研
削加工、難加工材（非磁性）の平面研削加工、測定
治具やユニット装置製造に強みを持つ。この強みを活
かし、自社商品「NINJA RATMAT」を開発、高級
高機能マウスパッド市場を開拓しコアなファンを獲得し
ている。

件
設
定
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
試
行

錯
誤
の
連
続
で
し
た
が
導
入
し
た
設
備

に
よ
っ
て
熱
処
理
を
内
製
化
で
き
た
の

で
微
調
整
が
可
能
と
な
り
、
全
面
で
平

面
度
0
.
0
1
mm
以
内
で
品
質
を
維
持

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。
ま

た
、
パ
ッ
ド
の
表
面
は
マ
ウ
ス
セ
ン

サ
ー
の
乱
反
射
を
防
ぐ
た
め
、
見
た
目

の
質
感
や
デ
ザ
イ
ン
性
と
機
能
性
の
バ

ラ
ン
ス
も
工
夫
し
た
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

予
想
を
超
え
る
反
響

　
東
京
ゲ
ー
ム
シ
ョ
ウ
で
試
作
品
の
展

示
を
予
告
し
た
と
こ
ろ
、
S
N
S
で
情

報
が
拡
散
。
ス
タ
ッ
フ
が
昼
食
も
取
れ

な
い
ほ
ど
ブ
ー
ス
は
長
蛇
の
列
と
な
り
、

大
き
な
手
応
え
を
得
ま
し
た
。
商
品
の

販
売
は
受
注
生
産
の
み
、
１
枚
６
万
円

〜
と
高
額
で
す
が
、
ゲ
ー
マ
ー
に
と
っ

て
憧
れ
の
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事

業
化
を
加
速
す
る
た
め
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

を
備
え
た
R
&
D
拠
点
「
N
I
N
J
A 

R
A
T
M
A
T 

R
&
D 

L
a
b
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
加
工
条
件
を
さ
ら
に

分
析
し
、
滑
り
・
止
め
性
能
に
変
化
を

加
え
た
新
製
品
も
販
売
予
定
で
す
。
極

薄
で
研
削
の
難
し
い
高
機
能
材
の
研
究

を
進
め
、
e
ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
最

先
端
分
野
で
社
会
貢
献
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

事業テーマ：世界中で急拡大するe-スポーツ市場が熱望する超平面金属製メタルマウスパッドの試作開発
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